
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

挑戦的萌芽研究

2015～2013

空間経済学における理論と実証のフロンティア

Frontier of Theory and Empirics in Spatial Economics

７０１３３０１４研究者番号：

田渕　隆俊（TABUCHI, Takatoshi）

東京大学・経済学研究科（研究院）・教授

研究期間：

２５５９００５４

平成 年 月 日現在２８   ５ １９

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）：(1)  空間経済学のフロンティア：大都市内における土地利用や地価形成を調査し、都市経
済理論の分析を行った。また、製品差別化の理論を空間経済学に取り込み、新たな理論展開を図った。
(2) 新経済地理学と新貿易理論：貿易と労働経済に関する研究に焦点を当てた。具体的には、異質性を導入することに
よって、貿易の自由化が国際経済に与える影響を分析し、政策的含意を模索した。また、複数財を生産する多国籍企業
を導入し、貿易費用の減少が経済活動に与える影響について分析した。

研究成果の概要（英文）：(1) Frontiers in spatial econmics. I investigated land use and land price 
formation in large cities and conducted their theorertical analysis. I also incorporated product 
differentiation theory into spatial economics and performed some analysis.
(2) New economic geography and new trade theory. Focusing on trade and labor economics, I analyzed the 
impact of trade liberalization on international economies under labor heterogeneity and derived some 
policy implications. Furthermore, I considered multiproduct firms in international oligopolistic markets 
and investigated the effect of falling trade costs on the economic activities.

研究分野： 都市経済学

キーワード： 空間経済学
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１．研究開始当初の背景 
2008 年のノーベル経済学賞につながった

主要業績、Krugman (1980 Amer Econ Rev) と
Krugman (1991 J Polit Econ) の研究を基に
して、世界各国の数多くの研究者が精力的に
理論と実証の研究を行っている。ところが、
Krugman の理論は必ずしも完全ではないため、
実証分析との乖離が散見されるようになっ
てきたところに問題の所在がある。 
そこおで、ミクロ経済学的を基礎にして、

Krugman の二つの理論を再検討することによ
って、空間経済学を大幅に再構築する必要が
あった。具体的には、(1) 空間経済学のフロ
ンティア、すなわち情報集約理論や製品差別
化や土地利用といった他の社会科学と空間
経済学を接合と、(2)新経済地理学と新貿易
理論の実証分析である。 
 
２．研究の目的 
本研究は近年世界的に数多くの目覚しい

研究成果を挙げつつある空間経済学の分野
に焦点を絞って研究を行う。具手体的には以
下の通りである。 
(1) ワシントン大学の Berliant 教授は、情報
集約理論をはじめとして、経済理論家であり、
田渕は空間経済学の専門家である。いままで
に Berliant 教授と共同で研究を行ってきた
経緯を踏まえて、来年度から本格的に、投票
における情報集約理論と経済地理学のトレ
ードオフに関する研究を開始し、社会厚生分
析を行う。 
また、パッサウ大学の Pflüger教授と国際

貿易と新経済地理学の融合を目指す理論を
構築する共同研究を行う。 
さらに、ルクセンブルク大学の Picard 教

授と共同研究を行う。すでに、連続空間にお
ける経済地理学の自己組織化の理論を確立
しているが、さらに都市内における土地利用
を分析しうるモデルを開発し、望ましい都市
の形態に関する政策につなげる。 
(2) 地域が特定の産業に特化する理論を構築
し、また Krugman (1980) の一般均衡モデル
を多産業多国に拡張し一般化を行った。それ
をさらに推し進めて、レディング大学の
Mossay 講師と共同研究を行う。自国市場効
果や立地優位性の効果を分析し、国際経済シ
ステムの実態解明に迫る。また、世界の各地
域で行われつつある経済統合による効果を
調べる。 
 
３．研究の方法 

Krugman (1980) Krugman (1991) の理論
と実証研究のあいだに見られる乖離に着目
し、(1) 空間経済学のフロンティアに関する
理論研究と(2)新経済地理学と新貿易理論の
研究を中心と進めた。 

(1)については、情報集約理論や製品差別化
や土地利用と空間経済学との融合を念頭に
置いて、Berliant 教授、Pflüger教授、Picard
教授、Mossay 講師らと共同で研究を遂行し

た。 
(2)については、Krugman の一般均衡モデ

ルを拡張し、国際貿易と国内の地域間交易に
ついて理論と実証に関して多様な分析を行
った。 

 
４．研究成果 
(1) 空間経済学のフロンティアについては、
大都市内における土地利用や地価形成を調
査し、都市経済理論の分析も並行して行った。
また、いままでに構築した空間経済関連のデ
ータベースを用いて、計量経済分析を行い検
証した。さらに、産業組織論の分野で大きく
発展した製品差別化の理論を空間経済学に
取り込み、新たな理論展開を図った。 
また、 空間経済学おいて未開拓である投票
行動における情報集約理論を取り入れるこ
とによって、政治学と経済学を統合した研究
を行った。 
(2) 新経済地理学と新貿易理論の研究につ
いては、貿易と労働経済に関する研究に焦点
を当てて分析を遂行した。具体的には、労働
者の異質性を導入することによって、貿易の
自由化が労働供給量、企業数、経済厚生に与
える影響を分析し、以前の研究との相違点を
明らかにした。さらに、企業の生産性に異質
性を導入することによって、貿易の自由化が
与えるさまざまな影響を分析し、政策的含意
を模索した。 
 また、複数財を生産する多国籍企業を導入
することによって、企業が輸出するか多国籍
企業になるかという選択を考慮したモデル
を構築し、分析を行った。さらに、企業がど
の程度多様な財を供給するかについての部
分均衡分析を行った。特に、貿易の自由化が
企業数、財の数、経済厚生に与える影響につ
いて分析し、自国市場効果や立地優位性の効
果について分析した。 
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